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砂中爆発法の性質 と応用 (Ⅴ)

鉄筋コ./クリート構造物の露出鉄薪の低騒音発破

斉藤照光暮.二親 蔑●●.黒田英司●事,和田有司+榊,

小出治平●+州 . 林 東川,小林直大書.++,喜田息碓榊+

鉄筋コンク1)-ト構造物の露出鉄筋のモデルで砂中爆発法を用いた発破切断を就みた｡切断

には鉄筋と同径のコンポジシ!)I/B及びC1からなる円柱形成型爆薬を使用し,発破竪管の定

離による頼変.薬丑による効果を粥べた｡その結果,550g程度の爆薬を用いて16本の露出鉄

筋のモデルを一度に発破切断する場合でも40cELの砂破硬を行えば,砂被覆を行なわないICその

1/16軽度の薬丘での発破切断を行うときよりもはるかに発破臣音を小さくすることが{･きるこ

とがわかった｡

また.騒音に関する知見の他に.実験後の鉄筋の状況から鉄筋切断の披掛 こついていくつか

の知見が得られた｡

1. はじめに

近年我が国において都市再開発が正賓探趨となり.

火薬軌を用いた都市内での建築物の解件が具体的問題

となっている｡筆者らは.爆薬による鉄板切断l).H

型鋼入りコt/ク1)-ト7rT'ックの破砕2)及び爆薬によ

る鉄棒切断における川砂の防音効果1)について検肘し

てきた｡

ここでは,鉄筋コl/ク))-ト製の蛙のモデルのコン

ク1)-ト部分を発破11して露出させた鉄筋を成型爆薬

を用いて爆発切断する際の川砂の防音効果について検

討した結果を報告する｡

2.* &

2.1 ま 料

用いた爆薬はコ./ポジシE,I/B円蛙形成型爆薬

(RDX55.2%,TNT40%,ポリイソブチレン1.2%

,ワックス3.6%,内径22ロn,高さ221皿.薬丑12g.
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ライナー:銅製,厚さ0.2m,断面角90●.ポl)カーポ

ネー トチA-プ(8120-04)入 り).コ'/ポジシo'/

C4(RDX9196,ポ])イソプチレ'/2.1%.モータ-汁

イル1.6%.ジ七J:ケート5.3%;可塑性),ベ./トライ

ト(PETN50%.TNT50%,1g.6m≠×20JZn)及

びPBX(30皿≠×307m,塩ビ管入り50g)である｡tB管

は8号電気留管(DDNPO.2g,ベントライ ト0.6g)を

用いた｡

切断供託休は鉄筋コ./ク1)-ト柱(800×800×2,400

GEED,22m≠鉄筋16本.9Ⅱ皿≠帯筋,4ロ≠ダイアゴナル

肪入りのもの)で,日本建築学会建築工亦標準基坤仕

様杏｢JASSJ鉄筋コ./ク1)- ト工事Jに準拠 して作ら
れたものを,発破によってコンクリートだけを破砕し,

残った16本の鉄筋{･ある｡写英をFig,1(a)に示した｡
2.2発破事項
主なる発破作業は以下のような事項{･行った｡

コ./ポジシSIンB成型爆薬に同じ太さのポT)カ-ポ

ネ-ト管をつなぎ,これにコ./ポジシター/C4なつめ,

このコ･/ポジシ9ンC4内にベントライ 卜伝爆薬を埋

め込む.この上に8号電気雷管をガムテープで取 り付

ける｡この雷管付成型爆薬を鉄掛 こ包装用粘甘テ-プ

で取 り付ける｡この梯子をFig.2に示した｡この上に

川砂を30czD又は40cnの厚さに破堤し.通電して短催し

た｡

2.3 計 淘

発破の様子はビデオカメラ{･監軽した｡発破前稜の

様子はスチーJL･カメラ{･記餐した｡尭破堤昔は10m.

20m,30m及び伽血の位匿に臥 ､た駐菅計(リオン㈱製,
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IPOSitio11【4Fig.2 Samplea

ssembly.NAT17及び61)を用いデータt,コーダに記録し.Aファースト
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(a)34gwithot)

tSand(b) 544gwith40Cn

鞄nd(C) 53gwith

30cdSandも抄を用いない場合より昏音をずっと低くおさ

えることができる｡尿管の距離減殺率は砂按晋がある時は8

dB/2倍距離ICあるが,砂被覆がない時は6.5d

B/2倍距離であった｡砂被覆の場合は音波が上方に向

かっているためと思われる｡東京

郭公嘗防止典例施行娘耶S)によれは掃定礎汲作薬の蚤音勧告基軸土火薬を使

用して建築物その他の工作物を解体鼓填する作英については

,音丘は柵を埋没作薬の場所の敷地の境界嫁から30

tnの地点における耐00凸PtJ!tV)T

ÔOTO_ton 9080 定価で85dBと

なっている｡敷地境界線ま

で発破地点からある樫碇のBE勝があり,又.遮間物

帝による純音効果もあるので.550gレベルの発破で

あれは,40ctbの砂厚ICこの品恥をクI)ヤ

ーできる｡3.3

秒枚覆発破の荘丘効果40cEaの厚さに砂被零

した発破における教育に対する薬丘効果をFig.4(

d)に示した｡砂厚20ctn及び30cz)レペJ

L,での餐音に対する薬丘効果はそれぞれFig.4

(a)及び(b)のようになった｡3.4 その他の知見

3.4.1 鉄原切断の機構本実験{･は円柱形成型爆薬を

用いて鉄筋の切断を行った｡次のような現象が観察された｡(I)

-定見以下の熊丘では鉄筋は切断されず凹みができるだけである｡(2)一定丑(29g)以上の薬丑

では鉄筋は切断される｡その断面は成型洗薬ライナー材が破断面に付

新している状況から,ノイマンジェットによる耳適孔とその付近にかかった力による引きちぎられた跡の2つからなっていることがわか

る｡(3) 一定丑以下の薬丑の発破で凹みができた鉄筋は20g程度の非成型爆薬の袈付け発破{
･

切斬される｡これは凹みができた時に爆発の圧力で網が変焚していることを示している｡(



のところまで孔をあけ, これに34gの成型爆薬を装萌

して発破しても切断.耳卦 1なく,又.生成した凹み

もかなり小さい｡

以上の現象を貌明できる鉄肪の切断機構は次の1う

なものである｡

成型爆薬のスタ./ドオフ無しの爆発では十分な薬丘

があれば,/イ†t/ジェットにより耳道孔が{･きる｡

同時にJイマt/ジ土,ト孔周辺部にも強い衝撃が加わ

り.材賓を常体化する｡ノイ-1ソジェット孔近くに比

較的広抱囲に強い力が加わり,弱体化した部分を引き

ちぎる｡したがって鉄虜コンクリート内でしっかり固

定された鉄筋はこの方法では切断できない｡

3.4.2所要火薬五

本研究は鉄筋切断の最適化を目的としたものではな

い｡しかし,実験の進行上.発破切断における薬丑依

存性を荊べた｡

薬丑が14g,24gでIl不切断{･.29g及び34g{･は

切断された｡したがって,安全率をみてそれ以後34g

で切断乗験を行った｡前回の実験では薬丑21gで20dE)

声の鉄棒が切断された｡これは単位切断面前当り6.

7g/cJである｡これに対して今回の突放では7.6g/cJ

ではじめて切断ができた｡前回の実験では爆薬の接し

た鉄棒の反対側に空間を設けたが.今回の乗敦ではそ

の空間の効果は殆ど見られなかった｡

前回の交換では鉄棒は殆ど固定されていなかった｡

今回の襲験では鉄筋は両側で固定されていた｡これが

琳位斬面前の銅棒の切断に必要な薬丑の多くなったl

つの原田と考えられる｡

3.4.3 熔苑の尭嬢性

今回の実験では,34回の起爆突放中3回の不操と1

回の不完燦が起こった｡成型爆薬として有用な高燥速

爆薬は特に醇項又は可並性薬として使うときに起爆感

度が鈍いものが多い｡本格的な使用にあたってはあら

かじめ起爆感度と起爆方法を飼査し.信頼性のある起

爆法を確立しておく必辞があろう｡
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Dynoは5600万クE)-ネの利益を発表

Dynohdtutrierは1989年妨14半期に5600万ク
T7-ネの利益を発表した｡これは去年の同期に比し

て200万クp-ネの増である｡年間絶売上高は1.4兆

クF,-ネに対し10%増加した.この利益は外国にあ

る会社{･は増加し.ノルウェー国内lこおいては波少

した｡ Dynoは最近西独のプラスチック会社Etba

tainerを月収した｡この会社は西独フランス,スペ

イン.イタt)-.英国に工場を持ち年間2倍5000万

クp-ネの売上高で従業且400人を使いプラスチッ

クガソ1)'/タンクを主として製造している｡研入金

額は発表されていない

(出典1989年4月28E]A允erposten)
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